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生物学的特性

生物学的特性

n 寿命：8歳以上

n 成熟開始年齢：不明
雄で体長40cm、雌で体長50cm以上で
成熟個体がみられる

n 産卵期・産卵場：1～3月、

分布域全体に散在

n 食性：漂泳生活をしている幼稚魚期
は主にカイアシ類、底生生活に入っ
てからは主に魚類、甲殻類、頭足類、
貝類、ズワイガニも捕食する

n 捕食者：海獣類

l 本海域と隣接海域のそれぞれに産卵場が散在し、各繁殖群の
回遊範囲は基本的に資源ごとに分かれていると考えられる

l ロシア水域との間を往来すると考えられるが不明点が多い
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資源評価のまとめ

2023年漁期の算定漁獲量

l 資源水準は「高位」、動向は「横ばい」

l 沖底かけまわし船の有漁操業CPUEを資源量指標値として、資
源水準および動向を判断した
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Target 62 － －

Limit 78 － －

1.0･Cave3-yr･0.99

管理基準 Target/Limit 2023年漁期
算定漁獲量（百トン）

漁獲割合
（％）

F値
（現状のF値からの増減％）

l ロシア水域との「跨り資源」として算定漁獲量を提示
l ABC算定規則の2-1）によりLimit=δ1･Ct･γ1で計算
l δ1：1.0（高位水準における標準値）
l Ct：Cave3-yr（直近3年間（2019～2021年漁期）の平均漁獲量）
l γ1：0.99（資源量指標値の直近3年間の傾きと平均値で求める係数）


